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　　〔目的〕　被服へのにおい物質の吸着性を調ぺるために、インバースガスクロマトグラ

フ法を用いて、羊毛織り糸へのテルペン化合物の吸着挙動を検討した。羊毛は被服材料と

して重要で、広範に用いられているものであり、テルペン化合物は、フレーバーやフレグ

ランスとして、そしてその原料として広範に用いられているものである。本実験ではモノ

テルペン炭化水素としてリモネンとミルセンを、モノテルペンアルコールとしてシトロネ

ロールを、モノテルペンアルデヒドとしてペリラアルデヒドを用いた。

　　〔実験方法〕　試料は、市販羊毛布をイオン交換水で、、一時間以上煮沸し、その後、ソ

ックスレー抽出器で、メタノール、ベンゼンの順に、各々一晩抽出して使用した。次に、

この試料布の織り糸をかせにして長さ約50CI1Iのスチンレスカラムに充填して固定相とした。

島津ガスクロマトグラフGC-7A （検出器F I D）を用い、チッソをキャリヤーガスとして60- 1

05てのカラム温度領域で測定した。キャリヤーガス流速は40in I ／mi nとした。プローブとし

て用いたテルペン化合物は、提供を受けた単離香料をそのまま使用した。

　　（結果J　　クロマトグラムから得られた保持容量V い

プロットすると、プローブ注入量の増加と共に保持容量V バま直線的に増加した。そして、

注入量ゼロヘの直線外挿によって得られる無限希釈での保持容量V げはミルセン、リモネ

ン、シトロネロール、ペリラアルデヒドの順に大きくなっており、化学構造、即ち、末端

官能基の影響及び物理構造の影響を受けていることが推察できる。
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《目的》重ね着した衣服の最内一層間一水蒸気圧は、発汗時の衣服の快適性を決定する｡直接

の要因である。衣服の透湿性はこの層間水蒸気圧を低下させるために有効であるが、それ

だけが、直接に快適性を決定するもの、ではない。衣服の材料の種類や重ね着によって、

最内一層間一水蒸気圧がどの様に異なるのか、又、それが、材料の表面の親水化、又は疎水

化によってどの様に影響されるか、について検討しようとした。

《方法》汗には気体状態の不感蒸泄と液体状態の発汗があるため、水蒸気が布を通過する

水蒸気法と、水滴が布に接する永滴法とについて実験を行った。試料布として、羊毛、綿、

ビニロンヽアクリル、ポリエステルを用い、プラズマにより表面のみに、親水性、又は疎

水性を付与した。装置はミズリー型シミュレーターを使用し、水蒸気法では下部恒温水槽

から水蒸気を供給し、水滴法では最も下の試料布の真下に水0 . 5iiil　を注入した。

《結果》水蒸気法の場合、羊毛＜綿＜ビニロン＜アクリル＜ポリエステルの順に層問水蒸

気圧上昇速度は大きく、表面を親水化、疎水化しても顕著な差は認められなかった。水滴

法の場合、羊毛＜ポリエステル＜綿の順に水蒸気圧上昇速度は大きく、アクリル、ビニロ

ンは綿とほとんど同じであった。ところが親水化により、羊毛、ポリエステルの水蒸気圧

上昇速度は大きくなり、羊毛、綿と、それ以外のものとで少し上昇過程は異なるが、全試

料とも高い水蒸気圧を示した。一方疎水化により、ポリエステル、アクリル、ビニロンは

水蒸%圧上昇速度が小さくなり、逆に羊毛では大きくなった。綿は初期では水蒸気圧は低

くなるがその後上昇が速くなり、未処理と同じくらいに水蒸気圧は上昇した。


